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三世代で
伝統を繋ぐ誘

ゆ う

蛾
が

灯
と う

岐阜県大垣市
浅草かがやきクラブ

稲の害虫を防ぐ「虫送り神事」が地域で続くなか、「誘
蛾灯」は農薬の普及とともに姿を消してしまいました。
平成 25年、当時の自治会長や氏子総代や氏子（いず
れも会員）�が、「誘蛾灯」�を復活させ、先人たちが苦労
して稲作をしていたことを伝承していこうと取り組みま
した。若い親世代の参加を期待して小中学生を対象
にした企画は、子ども達の楽しそうな笑顔と想像以上
の参加者があり、三世代が参加する行事となりました。
当日は、「虫送り神事」�を午前中に行い、夕刻に子ど

も達を招いて全員で本殿に参拝した後、自分たちで作
った松

たい

明
まつ

に火をつけて700メートルほどを行進し、誘
蛾灯に火を灯します。松明は竹竿にボロギレを芯にし
て、葦やススキを巻いて子どもが持ち歩ける重さにし
ています。終了後は花火を用意してみんなで楽しむ時
間も設けています。行事を通じて三世代の交流が長く
続けられ、地域の維持に繋がるものと確信しています。
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特集

　令和６年１月１日に石川県能登地方で震度７の

地震が発生しました。各県の最大震度は石川県で

７，新潟県で６弱、富山県と福井県で５強を記録

し、各地で甚大な被害をもたらしました。現地で

は、復旧・復興に向けた取り組みが進んでいます

が、いまだに多くの方々が厳しい生活を送られて

います。そして、被災地の老人クラブも地震災害

により大きな影響を受けました。

　本号では、老人クラブのみなさんにご協力いた

だいた「令和６年能登半島地震救援拠金」の第一

次取りまとめについての結果とともに、全老連の

取り組みなどについて報告します。

全国から寄せられた友愛の心

　4 月末日の第一次取りまとめ期間に寄せられた

金額は１億 3,874 万 1,296 円（5 月 10 日現在の

額）。発災後４カ月という短い間にも関わらず、

多くの友愛の心が寄せられました。

　全国老人クラブ連合会（以下、全老連）は、5

月 21 日、被災を受けた富山県、石川県、福井県、

新潟県、新潟市の老連の代表者を招いて「能登半

島地震災害支援会議」を開催し、それぞれに現状

を報告いただき、その後、救援拠金の配分等につ

いて話し合いを行い、次のとおり（「救援拠金送

金先一覧」）伝達（送金）しました。

送金先 送金額
富山県 16,510,000 円
石川県 92,040,000 円
福井県 520,000 円
新潟県 5,200,000 円
新潟市 15,730,000 円

合計 1 億 3000 万円

　第二次とりまとめは 8 月末日です。引き続き、

ご協力をお願いします。

●全老連村木会長が石川県輪島市を訪問
　全老連村木厚子会長は 6 月 17 日に石川県輪島

市を訪問。市老連棚田一三会長に会い、クラブの

状況や発災後の取り組みについて報告を受け、そ

の後、金沢市で

須野原雄会長か

ら話をうかがい

ました。6月 20

日に開催した全

老連評議員会で

は、厳しい状況

の中、地域を支

えていく思いで

頑張っているリ

ーダーの様子を

報告されました。

能登半島地震
災害救援拠金
第一次取りまとめ報告

１億3000万円を被災県・市老連へ伝達

右から棚田輪島市老連会長、全老連 
村木会長、田中輪島市社協常務理事
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●�新潟市西区老連�
－大変な時期だからこそ存在感を示す

　西区黒埼善久地区は、市内で最も被害の大きか

ったところです。地震による液状化の影響で家屋

の陥没、道路のひび割れ等が至る所で発生してい

ます。一見、見慣れた街並みがそこにあり、外観

上は被害がないように見えますが、内部に入ると

気分が悪くなるほどの傾きに圧倒されます。「何

もしなければ老人クラブの存在価値が失われ会員

が離れていく」コロナ禍の経験を忘れず、早急に

地域の集会所（サロン会場）の修繕について検討

に入るとともに、道路・公園の清掃活動や古紙回

収事業を再開しながら、仲間の確認作業を進めて

います。

●�富山県氷見市老連�
－行事を続けて活動の場をつくる

　市老連事務局が入っていた建物は地震の影響で

使用できなくなり、近くに移転しました。被災が

大きく住むことができない地域では、活動ができ

ないなどの理由で「解散」を考えるクラブも増え

ています。こうした中、市老連は事業の希望を縮

小して、昨年の事業計画と変わらないと事業を行

っていこうと考えています。５月にはゲートボー

ル会長杯、７月にはボーリング大会を実施して会

員に喜ばれています。

●避難先で生まれた交流－三重県老連
　三重県老連は、今回の地震で石川県から避難し

て来られた方との交流が生まれ、先般開催された

東海・北陸ブロックリーダー研修会では、久しぶ

りの再会となりました。現在は、地元珠洲市の仮

設住宅に住んでいる刀祢春子さんは、交通が寸断

されるなか 2 日がかりで福井県あわら市にやって

来ました。三重県で活動に参加していた珠洲市老

連の仲間の写真をスマートフォンで見ながら、再

会を喜び合いました。

●全老連の取り組み
　1 月 15 日　全国に「令和 6 年能登半島地震救援拠金」を呼びかけ。

　1 月 18 日　全老連古都賢一副会長と笹尾勝前常務理事が富山県老連、石川県老連を訪問。

　２月   1 日　�「都道府県・指定都市老連代表者会議」で被災地を代表して石川県老連須野原雄会長

が状況を報告。／全老連女性委員が石川県釜谷匡子女性委員長と懇談。

　５月 21 日　「能登半島地震災害支援会議」を被災 5 県・市老連を招いて開催。

　５月 29 日　全老連理事会で石川県老連須野原雄会長が状況を報告。

　５月 31 日　第一次取りまとめ分を被災老連に伝達（送金）。

　６月 17 日　全老連村木厚子会長が石川県老連、輪島市老連を訪問。

　６月 20 日　全老連評議員会で富山県老連麻畠裕之会長、新潟県老連冨沢哲会長が状況を報告。

特集　能登半島地震災害救援拠金　第一次取りまとめ報告

写真を見せながら説明する三重県老連女性委員
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楽しい行事を増やす （第１期）

会長交替による新体制の下、楽しい行事を増や

して会員増強運動に取り組み、2014 年から 5 年

の間に会員数が 44 名から 5 倍の 216 名になり

ました。その時に取り組んだ８種類の行事（「い

きいき百歳体操」、健康マージャン、誕生会、サ

ロンなど）は定着し、生活の楽しみの場とする人

が増え会も活気づきました。

地域との交流・連携を盛んにする （第２期）

　ところが、コロナによって活動が制限されるこ

とになり、そこで企画に力を入れました。これま

での会活動に加えて、地域に目を向けて、外部の

人や団体との交流・連携を盛んにするべく、まず

気軽に「わいわいおしゃべり」ができる活動の拠

点づくりに取り組みました。

　自治会を通じて市の補助金を受けて集会所の 1

階和室を改造して「北サロン」（別名「まちのえき」）

を作り、自治会長を始めとする集会所運営委員会

を立ち上げ、北桜美会は、お世話担当としてボラ

ンティアを提供することにしました。

「北サロン」は、午後、鍵当番が鍵を開けた後は、

自由に出入りができます。2 階で行われた行事の

後の「お茶しながらのおしゃべり」に利用される

北から南から

ケースも多いです。おしゃべりから生まれた行事

の一つ、おばあちゃんが折り紙を子どもたちに教

える取り組みは、子ども会や自治会に話を持ちか

けて協働で取り組んでいます。この他、自治会、

子供会、育友会、行政の関係部署部門などさまざ

まな団体が交流・連携しながら多様な活動に取り

組んでいます。

地域共生社会の実現を目指す （第３期）

　今年度、「市老連設立 60 周年を機に、『得手（な

活動のノウハウ）』を出し合い、みんなで共有し

よう」という方針が市老連会長から提案され、北

桜美会からは、７年ほど前から毎週金曜日（午後

2 時間）実施している「『いきいき百歳体操』の

運営ノウハウ」を報告しました。

　現在、市内で「いきいき百歳体操」を実施して

いるところは 100 か所を超えています。市老連

としては、生駒市関連部署や大学などの専門機関

と、情報の共有や連携・協働によって、現在実施

している体操の、更なる内容の充実や体操実施個

所の拡大を企画しています。うまく進めることに

より、地域共生社会の実現に向けての大きな一歩

になるものと期待しています。

（会長　川村  喜紀）

地域共生社会を目指して、
他団体との協働活動

奈良県生駒市  鹿ノ台北桜美会 ●会員数 223人

北桜美会の健康長寿プログラム

同じ時間に新年会にやってきた２グループが合流
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推進役はクラブごとのキャンペーン隊

海陽町老連は、会員数が年々減少するなか、昨

年、社協とタイアップして９月の 1 カ月間、会

員加入に集中的に取り組む「会員 100 人増やそ

うキャンペーン！」を展開しました。担い手とな

ったのは、キャンペーン隊約 60 名。各クラブか

ら役職等にこだわらず適任者が選ばれました。

事業開始にあたり、キャンペーンの出発式を開

催、町長に激励の言葉と「がんばろう」三唱の発

声をいただいたことで、キャンペーン隊の気持ち

もひとつになって士気もあがりました。

地道なチラシ配布と声かけ

　キャンペーン隊は、各地域でチラシの配布や声

かけを積極的に行いました。中には、綿密に作戦

会議を行う地域もあり、それぞれの事情に応じた

北から南から

手法で熱心な声かけが展開されました。

　さらに、キャンペーン期間に入会された方には、

粗品と町の協力を受けて、「かいよう健康ポイン

ト」を通常クラブ加入時にもらえる 5 ポイント

に加えてさらに 5 ポイントもらえるという特典

もつけました。※町が発行する健康ポイント 2

倍出し。

男性、若手の多数の入会

　キャンペーン隊の精力的な取り組みの結果、期

間中に目標を上回る 160 名の方が加入されて嬉

しい結果となりました。内訳は、男性が４割、

70 歳未満の方も 22 名が入会され、今後の地域

活動の担い手としての活躍を期待しています。

　また、今回の取り組みでは、キャンペーン期間

を秋からの町老連の運動会や親睦旅行シーズンの

開催を合わせたことで、新規会員の方々も早速、

活動に参加することができ、行事を楽しんでいた

だけました。

　今後は、新たな行事を企画し、会員の皆さんが

生きがいを持って楽しく集える機会が増えるよう

に取り組んでいきたいと思います。

（会長　野村  晴美）

一丸となってキャンペーンに
取り組み、 160名の会員増！

徳島県海陽町老人クラブ連合会 ●39クラブ　●会員数 762人

配布したチラシ

キャンペーン隊の出発式
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「令和 6 年度評議員会」において、任期満了に伴う理事・幹事を選任。その後「令和 6 年度理事会」

において正副会長の選定を行い、次のとおり新役員を決定しました。

会　　長　　村木  厚子
副 会 長　　児玉  長榮（秋田県老連会長）
　　　　　　村上  光夫（東京都老連会長）
　　　　　　中村 美津子（兵庫県老連会長）
　　　　　　牧　  達夫（大分県老連会長）
　　　　　　松岡  時子（�女性委員会委員長、 

秋田県）
　　　　　　古都  賢一（�全国社会福祉協議会 

副会長）
常務理事　　松島  紀由
理　　事　　村田  東助（岩手県老連会長）
　　　　　　安藤  正義（神奈川県老連理事長）
　　　　　　田中  　勇（山梨県老連会長）
　　　　　　鈴木  雅雄（愛知県老連会長）

　　　　　三上  利明（福井県老連会長）
　　　　　野口  一郎（大阪市老連理事長）
　　　　　岡森  　裕（鳥取県老連会長）
　　　　　高橋  　博（広島市老連会長）
　　　　　藤川  泰文（香川県老連会長）
　　　　　竹内  　博（高知県老連会長）
　　　　　鹿子木 良一（熊本県老連会長）
　　　　　伊藤  和子（�女性委員会副委員長、

島根県）
　　　　　兼子  　久（元 全老連事務局長）
　　　　　正立  　斉（全老連事務局長）
監　事　　白根澤  彰（�元栃木県老連事務局長）
　　　　　礒村  　勉（�元大阪府老連事務局長）

全国老人クラブ連合会
役員改選報告

異動報告 群馬県老連理事長　後閑  千代壽（6 月 21 日付  前任者　大貫 森次）
静岡市老連会長　　豊島  彰司（4 月 27 日付  前任者　遠藤 日出夫）
岐阜県老連会長　　西田  勝義（5 月 21 日付  前任者　木村 一義）
大阪府老連会長　　門林  　淳（5 月 24 日付  前任者　杉本  茂）
島根県老連会長　　原　  洋子（6 月 25 日付  前任者　安達 伸次）
愛媛県老連会長　　松田  俊一（6 月 19 日付  前任者　鶴本 好福）
高知県老連会長　　竹内  　博（6 月 19 日付  前任者　土居 啓之）
福岡県老連会長　　松榮  　磐（5 月 21 日付  前任者　後藤 清忠）
宮崎県老連会長　　竹中  隆志（6 月 26 日付  前任者　松浦 博徳）  　＊ （  ） は就任日

〈� 〉  都道府県・ 
指定都市老連
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さまざまなリスクに備えましょう！
「老人クラブ傷害保険」は、クラブ活動中のケガへの補
償制度を望む会員の声を受けて生まれた、全国老人クラ
ブ連合会の会員専用団体保険です。
　少しずつ制度が見直され、今では日常生活のケガも補
償するタイプ、熱中症補償や個人賠償責任補償の特約が
付いたタイプもあります。
　ぜひこの機会にさまざまなリスクの備えとして「老人
クラブ傷害保険」の加入をご検討ください。詳しい補償内容は資料をご請求ください。

例えばこんなとき…
◆熱中症になり入院や通院をした〈熱中症危険補償特約〉

➡ 12,000 円のタイプに加入している場合、入院保険金や通院保険金を請求できます。
◆自転車でぶつかり相手にケガをさせてしまい治療費を負担〈個人賠償責任補償特約〉

➡ 8,000 円または 12,000 円のタイプに加入している場合、個人賠償責任保険金を請求できます。

老人クラブ会員なら何歳でも加入できます

「老人クラブ傷害保険」
傷害保険10月始期の加入申し込み受付が始まります！
受付期間は、7月15日から9月15日です　※10月始期の次は来年4月始期です

● 保険の対象は、全国老人クラブ連合会および都道府県・指定都市老連、市区町村老連に加入している
単位老人クラブです。正式な単位老人クラブ名以外 （サークルや地区老連等） では加入できません。

資料請求・お問い合わせ
資料請求受付期間　7 月 1 日から 8 月末日
（令和7年 4月始期の資料請求期間は、お正月明けから2月末日までです）

クラブの保険担当者 （決まっていない場合は会長様） から、全国老人クラブ連合会保険係までご連
絡ください。会員 （個人） による資料請求や加入申込はご遠慮ください。

全国老人クラブ連合会　保険係
〒 100 ‒ 0013　東京都千代田区霞が関 3 ‒ 3 ‒ 2　新霞が関ビル 5 階
電話：03-3597-8770（平日 9：30 ～ 12：00、13：00 ～ 17：00）
FAX：03-3597-8767（24 時間受付）
ホームページ  ： 全国老人クラブ連合会ホームページ 「活動保険」 よりアクセス

（右記 QR コードからもアクセス可能）
メールアドレス：hoken@senior-ltd.com

10月始期の加入申込の受付期間は、7月15日から9月15日です
更新クラブには 7 月上旬にクラブの保険担当者様宛に加入申込書類をお届けします。
加入申込書をお持ちでないクラブは資料請求をお願いします。
加入申込書は必ず 「2024 年 10 月・2025 年 4 月始期用」 と書かれたものをお使いください。

（ 全国老人クラブ連合会
ホームページ 「活動保険」）

（ 全国老人クラブ連合会
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